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報告のポイント

少子化対策・子育て支援・既婚女性支援から

すべての社員のワークライフ・バランス（ＷＬＢ）支援へ

制度導入から制度を利用できる職場作りを

「時間制約」に対応できる仕事管理・働き方を

WLB支援が定着するためのには職場の管理職の

マネジメントが重要
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ＷＬＢとは？

働く人々が仕事上の責任を果たそうとする
と、仕事以外の生活でやりたいことや、や
らなければならないことに取り組めなくな
るのではなく、両者が実現できる状態にあ
ること

WLB支援：ＷＬＢが実現できるように環境

整備や支援を行うこと
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WLB支援の内容

制度的サポート：仕事管理・働き方の革新、
両立支援策の導入

メンタルサポート：自分と異なるライフス
タイルの理解や共感
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ＷＬＢは子育て支援に限定されない

働く人々が希望する仕事以外の生活と仕事の両立を
阻害する要因を取り除き、その両立が可能となるよう
に支援すること
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企業としてなぜＷＬＢ支援が必要
なのか

ＷＬＢが社員にとっての「新しい報酬」となった
ため

ＷＬＢ支援は、人材確保、仕事意欲の維持・向
上、定着化などのための条件となる

→企業の人材活用において不可欠な取り組
み
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ＷＬＢがなぜ「新しい報酬」となった
のか

働く人々が望ましいと考えるライフスタイルの変化・多
様化

→働く人々の中で、仕事以外の生活において、大事に
したいこと、取り組みたいこと、取り組む必要のある者
が増加

→家庭生活（子育て、介護、家事など）、自己啓発、趣
味・遊び、健康維持、地域生活、社会貢献活動、ゆとり
などが重要に



ＷＬＢ実現度と仕事意欲
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従来の報酬との違い

従来の報酬：仕事・会社に対するニーズを充足
すること

ＷＬＢ：仕事・会社以外の生活におけるニーズを
を充足できるように、仕事・会社な両立支援環
境を整備すること
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仕事と生活のいずれに生きがいを求
めるのか（％）
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結婚した女性の家庭と仕事の関係
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共働き世帯の推移
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夫の家事・育児の手伝いに対する考
え方（「するのは当然」の％）
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父親も家事や育児を仕事と同等かそれ以上に優先させた
いと希望している 資料出所：ＵＦＪ総合研究所「子育て支援策等

に関する調査研究報告書」（平成１５年）
調査対象：未就学児を持つ父親

父親の子育ての優先度

12.5

10.3

52.7

19.8

25.9

51.6

7.3

15.9

1.4

0.4

1.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現実

希望

仕事等自分の活動に専念 どちらかと言えば仕事等が優先

仕事等と家事・育児を同等に重視 どちらかと言えば家事・育児が優先

家事や育児に専念 無回答
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子育てや女性のみを支援の対象とし
たＷＬＢ支援の問題点

女性の活躍の場の拡大を阻害

性別役割分業の固定化

特定のライフスタイルを持った人しか意欲的
に仕事に取り組めない

→それ以外のライフスタイルの人を受け入れ
ることができない職場に
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２つのＷＬＢ

ＷＬＢ支援○ ＆ 均等施策×

→女性のみを対象とするＷＬＢ

ＷＬＢ支援○ ＆ 均等施策○

→男女を対象としたＷＬＢ支援

→旧来型の男性の働き方を前提とした仕事管理・男性
の働き方の見直し、男性の家庭生活（家事、育児夫婦
のコミュニケーション）・地域生活などへの参画促進
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ＷＬＢ支援と雇用機会均等



ＷＬＢ・均等と仕事意欲

18



ＷＬＢ・均等と仕事満足度

19



20

ＷＬＢが実現できる職場環境

「時間制約」を前提とした仕事管理・働き方の実現

←仕事に投入できる時間に制約のある社員の増加

→恒常的な長時間労働を前提とした職場ではＷＬＢ
は実現できない

ＷＬＢ支援のための制度と支援策を活用できる職
場環境作り

多様なライフスタイルの受容できる職場に

→ＷＬＢが実現可能な職場環境はライフスタイル・フ
レンドリーな職場
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「時間制約」を前提とした仕事管理・
働き方（１）

旧来型の性別役割分業を前提として男性の働
き方の見直し

→仕事管理・働き方の見直し・革新

「時間資源」を有限な「経営資源」と捉える

→有限な「時間資源」を合理的・効率的に活用
する仕事管理・働き方へ

→仕事の優先順位、無駄な仕事の排除など
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「時間制約」を前提とした仕事管理・
働き方（２）

ＷＬＢは長時間働くことを否定するわけではな
い

→長時間働ける人しか受け入れない職場や
仕事の仕方を解消すること

→ライフステージなどに応じて希望するＷＬＢ
のあり方は変化

ただし、長期間かつ長時間を効率的に働く
ことができる人は例外的
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仕事管理・働き方の改革のための
モデルは生産現場に

生産現場の生産性・品質向上策をモデルに

→多能工化、「在庫ゼロ」（ストックレス）、工程内で
の品質の作り込みなど

「残業」や「休日出勤」という「時間」在庫を前提と
しない仕事の仕方へ

→残業や休日出勤で対応することが、生産性向
上を阻害

→残業や休日出勤を解消すること先行させるの
では改革は実現できない
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ＷＬＢ施策を導入するだけでは活用
できない

例えば、休業や短時間勤務等への対応は、パート・派
遣などの代替要員の配置では解決しないことが多い

→女性を含め職場の中堅が休業・短時間勤務など利用する
時代

→職場内における休業取得者の業務の順送り方式や分担方
式での対応が不可欠

前提として、仕事管理・働き方の見直しが必要

→例えば、カップルのそれぞれが、週２日定時に退社できれ
ば、短時間勤務の必要性は低下
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ＷＬＢ支援策を利用しやすい職場作り

ＷＬＢ施策を利用しやすい職場作り

仕事の重複化、担当できる仕事の幅の拡大、
情報の共有化と、これらを可能とする人材育成

「相互サポート」（お互い様）意識の浸透

←ＷＬＢ支援の範囲が広いことが鍵

ＷＬＢ支援策利用者の仕事をカバーした同僚
にとってプラスになる条件の存在：能力開発機会や

報酬に反映など
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ＷＬＢ支援の定着の鍵は職場の管
理職のマネジメント

日常の仕事管理や人材活用が重要：部下の「時間制約」
を前提とした仕事管理・人材活用へ

→ＷＬＢが実現できる職場環境整備は、平常時の取り
組みが基本

休業取得や短時間勤務等をへの対応を、職場全体の
仕事の仕方や仕事の分担などを見直す好機とする

→ＷＬＢが実現できる職場は高生産性職場で、リスク対
応力のある職場作りに貢献
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管理職の意識改革を

部課長層のこれまでのライフスタイルを前提に意
識改革を

→部課長層のこれまでのライフスタイルを否定す
るわけではない

→自分とは異なるライフスタイルの理解とそれを
前提としたマネジメントが基本となることの徹底
を

→ＷＬＢは、ほどほどの働き方を肯定するわけで
はない メリハリのある働き方へ



「育児休業制度」「短時間勤務制
度」の利用による職場への影響
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ＷＬＢ支援制度の利用がプラスになった

職場・管理者の特徴
（ ）内は、「職場全体にマイナスになった」と答えた管理者の回答割合。

【職場の特徴】

◆残業の少ない職場

おおむね定時退社であった 32.8％ （24.8％）

◆ 出産育児後も就業を継続することが一般的となっている職場

出産後育児休業を利用してその後も継続就業する 50.5％（41.9％）

◆育児休業制度等を肯定的に受け入れる雰囲気のある職場

育児休業制度の利用に対して同僚など周囲が）積極的に支援しようとする雰囲気があった 60.2％ （14.3％）

【管理者の特徴】

◆女性の継続就労に肯定的な意識を持つ管理者。

子どもができてもずっと職業を続ける方がよい 36.0％ （16.2％）

【業務の引継ぎ・分担、評価方法の特徴】

◆育児休業制度利用者が担当していた仕事は、チームの中で連携しながら進めていた。

どちらかと言うとチームで連携しながら進めていた＋チームの中で連携しながら仕事を進めていた 31.0％ （26.0％）

◆育児休業中は、利用者の仕事を複数の正社員で引き継いだ。

職場にいる複数の正社員に引き継いだ 62.9％ （55.2％）

◆育児休業利用の期間中に、職場復帰に向けた情報提供を行った。

円滑に職場復帰できるよう情報提供等を行った 49.5％ （32.4）

◆育児休業制度利用者のスキルは、復帰後すぐに取得前の水準に戻った。

復帰後すぐ（に戻った） 44.8％ （28.3％）

◆ 短時間勤務利用者は、利用中も同じ種類の仕事を行った。

仕事の内容は同じで量を減らした 54.8％ （44.1％）

◆短時間勤務利用中の仕事の評価は「時間」ではなく「成果」を重視した。

時間当たりの成果で評価し、時間数が短いことは考えなかった 67.7％ （41.2％）



30

特定の企業の取り組みのみではＷＬ
Ｂ支援には限界が

自社社員に対するＷＬＢ支援だけでは限界が

→ＷＬＢ施策を利用する社員の配偶者のすべてが同一
企業に勤務しているわけではない

→とりわけ自社の女性社員の活躍の場を拡大するため
には、その配偶者の家庭生活参画とそれを可能とす
る勤務先職場におけるＷＬＢ支援が不可欠

→自社の男性社員の働き方の見直しだけでなく、自社
の女性社員の配偶者である男性の働き方の見直し
が不可欠

ＷＬＢ支援の社会的な広がりと定着が重要
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旧来型の男性の働き方の見直しがな
ぜ必要か

男性自身が希望するライフスタイルの変化

→男女にかかわらず希望するライフスタイルを実現できるよ
うにすること

女性の活躍の場を拡大するための条件

→女性だけが家庭生活（子育て等）・地域生活を担うのでは
女性の活躍の場の拡大には限界が

専業主婦を含め女性自身が夫の家庭生活・地域生
活への参画を求めている
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子どものいる女性労働者の多くは、夫に対して子育てに時間
をかけてほしいという希望を持つ 出所：こども未来財団「平成１６年度中小

企業の子育て支援に関する調査報告書」調査対象：従業員規模３００人以下の企業の従業員。

夫の働き方についての希望

9.6 82.6 3.5

0.5

0.0

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性労働者・子どもあり

①仕事優先 ②仕事も子育ても

③子育て優先 ④仕事をしない

⑤子どもを持つ予定はない ⑥無回答

(n=374)
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男性の育休取得者拡大のために

希望者は一定層存在

しかし、女性が育児休業を取得しやすい企業・職場でも男性の取得は例外的

仕事上は、男性は女性よりも取得しやすい：男性の取得は比較的
短期が多い

正確な情報提供を

男性と女性のハードルの違いを理解して対応を

管理職の意識改革が不可欠

育休取得を含めて、男性の子育て参加の多様なモデルの提示を

妻の後押しも
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企業によるＷＬＢ支援の社会的
な意味

働く人々が家庭生活や地域生活に参画できる
社会に変えること
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